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２
０
２
５
年
を
め

ど
に
、
高
齢
者
の

尊
厳
の
保
持
と
可
能
な
限

り
住
み
な
れ
た
地
域
で
人

生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
推
進
し
て
い
る
が
、

桜
川
市
の
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
の
役
割
と
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

介
護
・
福
祉
・
医

療
保
険
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

の
専
門
家
が
所
属
し
、
地

域
の
高
齢
者
及
び
そ
の
家

族
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

市
内
３
ヵ
所
に
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

身
近
な
相
談
に
対
応
。
昨

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
内
容
と
役
割

市村　香 議員

飯島洋省 議員

年
度
は
１
９
６
件
に
及
ぶ

相
談
が
あ
り
、
介
護
や
日

常
生
活
に
係
る
総
合
相
談

が
１
６
５
件
、
高
齢
者
虐

待
等
の
権
利
擁
護
に
係
る

も
の
が
17
件
、
そ
の
ほ
か

が
14
件
で
し
た
。
特
に
近

年
は
、
認
知
症
に
伴
う
家

庭
内
の
問
題
や
近
隣
ト
ラ

ブ
ル
等
の
相
談
が
増
加
し

て
お
り
、
警
察
等
と
の
連

携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
複
合
的
な
内
容
の
相
談

も
多
く
、
他
課
と
の
連
携

も
重
要
で
す
。

在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
の

今
後
の
進
め
方

在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
の

現
在
の
状
況
と
今
後
の
進

め
方
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

桜
川
市
に
は
70
歳

以
上
で
独
居
の
高
齢
者
が

約
１
１
０
０
名
お
り
、
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配

付
し
、
救
急
時
の
迅
速
で

正
確
な
情
報
提
供
体
制
を

構
築
。
昨
年
10
月
に
開
院

し
た
さ
く
ら
が
わ
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
内
に
相
談
支

援
窓
口
を
開
設
し
、
１
１

０
件
ほ
ど
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

桜
川
市
の
生
活
支

援
整
備
に
つ
い
て

10
年
後
、
20
年
後
、

将
来
に
向
け
て
全

国
の
市
町
村
で
住
民
も
行

政
も
一
緒
に
な
っ
た
新
し

い
地
域
づ
く
り
が
一
斉
に

始
ま
っ
て
い
る
が
、
桜
川

市
の
生
活
支
援
整
備
は
ど

の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か

伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

住
民
み
ず
か
ら
が

地
域
の
困
り
事
に
気
づ
き
、

そ
の
解
決
に
向
け
た
主
体

的
な
行
動
を
す
る
た
め
の

協
議
体
の
発
足
に
向
け
て
、

ま
さ
に
指
導
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

年
間
を
通
し
て
山

桜
を
手
が
か
り
に

人
を
呼
べ
る
、
住
ん
で
楽

し
く
観
光
誘
客
の
促
進
に

つ
な
が
る
具
体
的
な
仕
掛

け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長　
年
間

を
通
し
て
観
光
客

を
呼
び
込
む
ま
ち
づ
く
り

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

山
桜
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
新

た
な
仕
掛
け
を
考
え
て
い

き
た
い
。
提
案
の
あ
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
や
さ
ま
ざ
ま
な
映

像
技
術
、
光
や
音
を
活
用

し
た
事
例
が
あ
り
費
用
等

の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

夏
秋
冬
に
も
山
桜
の
姿
を

見
せ
ら
れ
る
方
法
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

移
住
促
進
へ
の
隠

れ
待
機
児
童
対
応

幼
児
保
育
の
隠
れ

待
機
児
童
に
つ
い

て
、
把
握
し
て
い
る
状
況

と
改
善
へ
の
考
え
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

第
１
希
望
以
外
を

希
望
し
な
い
方
も
多
く
、

隠
れ
待
機
児
童
は
若
干
名

い
ま
す
。
児
童
数
が
減
少

す
る
中
で
も
、
低
年
齢
の

保
育
需
要
が
ふ
え
て
き
て

お
り
、
保
育
士
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
児
童
数
と
反

比
例
し
て
特
別
な
支
援
を

要
す
る
児
童
も
ふ
え
て
お

り
、
保
育
士
の
加
配
を
要

す
る
児
童
等
の
受
け
入
れ

に
も
対
応
し
ま
す
。

農
業
に
か
か
わ
る

企
業
誘
致

常
総
ア
グ
リ
サ
イ

エ
ン
ス
バ
レ
ー
事

業
に
見
る
農
地
開
発
と
農

業
に
関
わ
る
企
業
誘
致
に

つ
い
て
、
市
も
独
自
の
取

り
組
み
や
、
国
・
県
・
民

間
の
資
金
の
取
り
込
み
等

検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

経
済
部
長　
こ
の

事
業
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、「
地
域
農
産
物

の
新
た
な
販
路
の
開
拓
」

や
、「
多
様
性
の
あ
る
地

域
雇
用
の
創
出
」「
新
規

就
農
者
の
確
保
」「
農
業

従
事
者
の
所
得
増
大
」「
観

光
客
の
増
加
」
と
あ
ら
ゆ

る
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
か
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
農
地
の
利
用
集
積
、
集
約

化
推
進
の
取
り
組
み

・
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
、
無

許
可
で
の
残
土
埋
め
立
て

・
市
内
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
置

場
の
状
況
と
対
応

山桜日本一を　
活用した、通年
の振興・誘客

通
勤
や
通
学
で
使

う
本
市
と
近
隣
の

拠
点
地
域
を
結
ぶ
幹
線
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
、
本

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

建
設
部
長　
国
道

50
号
線
は
、
長
方

地
内
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
４
車
線
化
が
計
画
さ

れ
、
用
地
買
収
を
実
施
し

て
お
り
、
長
方
地
先
か
ら

筑
西
市
蓮
沼
地
先
に
至
る

協
和
バ
イ
パ
ス
は
、
筑
西

市
と
合
同
で
事
業
化
に
対

し
、
国
土
交
通
大
臣
へ
の

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
道
東
山
田
〜
岩
瀬
線

は
、
今
年
度
は
台
山
高
森

工
業
団
地
入
口
交
差
点
の

近
隣
拠
点
地
域
を
結
ぶ

　
　

道
路
整
備
に
つ
い
て

谷田部由則 議員

軽部　徹 議員

改
良
工
事
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。本

市
か
ら
つ
く
ば

市
方
面
へ
の
ア
ク

セ
ス
は
、
市
民
に
も
高
い

関
心
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
な
方
策
が
あ
れ
ば
伺
い

た
い
。

建
設
部
長　
つ
く

ば
市
中
心
街
か
ら

国
道
４
０
８
号
線
を
経
て
、

旧
菅
間
小
跡
ま
で
は
バ
イ

パ
ス
改
良
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
か
ら
本
市
境
の

つ
く
ば
市
上
大
島
地
区
ま

で
は
、
主
要
地
方
道
筑
西

〜
つ
く
ば
線
の
現
道
区
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
の
区
間
の
バ
イ
パ
ス
改

良
を
国
や
県
に
働
き
か
け

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

桃
山
学
園
通
学
路

整
備
事
業

桃
山
学
園
の
通
学

路
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
を
伺
う
。

建
設
部
長　
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
は
、
用
地
買
収
の

状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

令
和
2
年
度
中
に
工
事
に

入
れ
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
た
源
法

寺
橋
付
近
か
ら
伊
佐
々
地

内
ま
で
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
よ
り
工
事
に

入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
事
業
全
体
の
完
了
は
、

令
和
5
年
度
を
目
指
し
進

め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
道
路
が
開
通

す
れ
ば
、
市
内
へ

の
企
業
誘
致
が
前
進
す
る

と
同
時
に
、
北
部
地
区
を

は
じ
め
と
す
る
近
隣
住
民

の
生
活
も
便
利
に
な
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

建
設
部
長　
本
路

線
は
、
ラ
ス
カ
か

ら
山
林
を
北
に
向
か
い
、

南
飯
田
地
区
ま
で
抜
け
る

南
北
延
長
１
・
45
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
道
路
整
備
で

す
。
平
成
29
年
度
に
用
地

買
収
が
図
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
、
路
線
測
量
を

進
め
る
予
定
で
す
。
今
後
、

令
和
3
年
度
に
工
事
発
注
、

令
和
7
年
度
に
は
工
事
完

了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン

小
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
は
積

極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
が
、
利
用

状
況
と
活
用
方
針
に
つ
い

て
も
伺
う
。

教
育
部
長　
昨
年

夏
の
猛
暑
を
受
け
、

文
部
科
学
省
の
臨
時
特
例

交
付
金
を
活
用
し
て
、
市

内
の
小
中
学
校
で
空
調
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、

市
内
の
学
校
の
普
通
教
室

に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
設

置
率
は
、
１
０
０
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
状
況
で
す
が
、
夏

休
み
の
登
校
日
に
は
エ
ア

コ
ン
を
活
用
し
、
快
適
な

環
境
下
で
子
供
た
ち
が
過

ご
し
た
と
い
う
状
況
で
す
。

　

活
用
方
針
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
で
統
一
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て

い
ま
す
が
、
温
度
や
湿
度

が
高
く
不
快
感
が
あ
る
場

合
な
ど
、
児
童
生
徒
の
健

康
状
態
を
見
て
、
教
師
が

柔
軟
に
使
用
で
き
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
英
会
話
学
習

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
小

学
校
と
の
英
会
話
学
習
に

つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の

予
定
を
伺
う
。

教
育
部
長　
現
在
、

岩
瀬
小
学
校
・
桃

山
学
園
・
雨
引
小
学
校
で

英
会
話
交
流
事
業
を
実
施
。

児
童
に
も
好
評
で
あ
り
、

英
会
話
教
育
の
手
段
と
し

て
効
果
が
期
待
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
市
内
の
ほ
か
の
小
学

校
で
も
導
入
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

岩瀬工業団地
の道路整備


